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-1 月7日、名古屋高裁に控訴
謙
隊 し

ム裁判不当判決を徳山

昨年末の徳山ダム裁判 。岐阜地裁判決は、全面的な行政追従の情けないものであった。

判決書を見ると、「原告の主張」として裁判所が要約しているもののピントが外れている

上に、「裁判所の判断」部分は被告側準備書面の丸写し。要するに裁判所が分からないから
「行政に○」をつけておく、という全くもってお粗末な内容である。

特に行政訴訟 (事業認定取消十収用裁決取消)訴訟について主要な点を記すと、
①土地収用法 20条 3号要件 (事業計画が土地の適正且つ合理的な利用に寄与する)の判
断基準について、被告側の「比較考量」論を採用 した上で、②最大の争点である新規利水

の有無 。水需要予測については「水資源開発施設計画を進めるに当たっては、長期的、先

行的な観点から整備を行 う必要があり…、余裕を見込む必要もある」という被告側の高度

成長期的思考をそのまま丸飲みした上で、「建設大臣の判断に裁量の逸脱又は裁量権の濫用

はない」とし ③ 洪水対策、渇水対策、都市用水確保 。発電等の 「得られる公共の利益
は多大なもの」で、失われる利益は小さい (「 自然環境への影響は一小さい」「1日徳山村の

住民に対しては生活再建のための措置が講じられている」)から ④ 建設大臣の判断に裁
量の逸脱又は裁量権の濫用はない」とした。

しかし、そのとんでもない判決さえ「当裁判所は、公団の本件水需要予測について建設

大臣が平成 10年 12月 にこれを是認 した判断が、当時においては建設大臣の裁量の範囲
を逸脱するものではないと判断するにすぎないものであり、現時点においては…早急に水

需要予測を見直し、最終的な費用負担者である国民、県民の立場に立って、水余 りや費用

負担拡大等の問題点の解決に真摯に対処することが望まれる」とわざわざ付言せざるを得

なかったのである。この「付言」を無視 した過大な水需要予測によるフルプラン改訂は出

来なくなったと言えよう。

04年中の「徳山ダム建設工事凍結」の可能性が開けて来たといえる。

声  明  2003年 12月 26日  徳山ダム裁判原告団
本日、岐阜地方裁判所において徳山ダム裁判 3訴訟 (行政訴訟=土地収用法の事業認定
取消訴訟・収用裁決取消訴訟、住民訴訟=公金支出差止等)の判決が言い渡された。私た
ち原告の請求をすべて棄却及び却下するという極めて不当な判決であつた。
内容的にも、原告側の主張の要点を外し、ほとんど被告の主張を無批判に肯定 0引用し

ており、司法の行政追従姿勢が露わになったものである。
(中略)

現在、水機構は徳山ダム建設事業費 2540億 円をほぼ使い切り、960億 円の事業費
増加が必要であると言っている。事業費増加については唯一岐阜県を除く関係県市、発電
事業に関わる電源開発 (株)及び中部電力 (株)は強い難色を示している。
その一方、フルプランは現在改訂作業中であるが、工業用水は勿論、まだ需要が増加す
るとされてきた水道水さえも需要増は見込まれず、既開発の大量の「未利用」水すら使 う
当てがないことが明らかになつてきている。もはや、水資源開発促進法に基づく水資源閉
発施設である徳山ダム事業はその根拠を失っている。このことは、裁判所さえも付言とし
てこれを認めざるを得ないのである。フルプラン改訂において、徳山ダム事業は廃止され
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るべきである。

揖斐川流域の洪水対策等については、改正河川法に基いて、即ち流域住民による十分な

議論に基づく意思形成のもとで、河川整備基本計画等の策定を進めていく
べきである。

(1968年工事実施基本計画にいつまでも拘泥するべきでない。まして、徳山ダムの洪水調

節効果をより大きく見せかける中部地整の「案」をもつて、揖斐川治水計画の実質的変更

を目論むなど論外である。)

私たち徳山ダム裁判原告団は、行政迫従の本件判決を許さず、直ちに控訴すると共に、

徳山ダム建設の中止、徳山の森の再生を求めて、あらゆるフィール ドで闘いを展開する所

存である。全国の心ある市民に、さらなるご支援をお願いしたい。

国交省(響酬墜)・7k― 違法な予算獲得策動を阻止
徳山ダム事業費増額前提の違法予算―当初予算―盛り込みならず

「残り93億円」予算はダム建設工事凍結のために使え
03年 12月 20日 に発表された来年度予算財務省原案で、徳山ダム事業費は、現行事
業費の枠内いっぱいの 93億円のみとなつた。現行事業費を定めている事業実施計画が変
更されていない以上、財務省主計局は、事業費増額を前提とした「180億 円」を認める
わけにはいかなかつたのだ (これは当然 )。 しかし、国交省はこれは

「事業実施計画変更が

あれば年度中の追加予算も考える」という財務省の内諾付きであると公言している。

国交省 (及び水機構)と しては徳山ダム建設工事続行のために、フルプラン全部変更一

事業実施計画変更を急がざるを得ない。03年 H月 30日 の事業評価監視委に提出した「中
部地整資料 3:治水計画の考え方」の「イメージ」 (横山ダムの灌漑容量の徳山ダムヘの振
り替え→徳山ダム+横山ダムの洪水調節容量の増大&利水容量の縮減→関係県市の負担軽
減)を振りまくことで、関係自治体を「説得」しようとするだろう。
しかし、国交省・水機構 (及び梶原岐阜県知事)の期待 (04年度の早い段階でのルプ

ラン全部変更―事業実施計画変更)通 りには行かない。私たちは「右肩上がり前提の水資

源開発―徳山ダムによる新規利水」の不合理を徹底的に追及し明らかにして来た。どの自

治体も財政逼迫の中、市民に合理的な説明の出来ない負担の同意することは容易ではない。

また、中部地整自ら揖斐川の治水計画見直しに言及することで、まだ準備さえ出来てい

ない河川整備計画策定を飛ばして徳山ダム完成を急ぐことは、改正河川法 16条の 2の僣

脱に他ならないことを露呈した。

私たちは、 12月 20日 に声明を発し、以下のことを要求している。
1.国交省及び水機構は「残 り93億円」予算を、徳山ダム堤体盛 り立て工事継続のため

でなく、ダム建設工事凍結のために使 うこと

2.国交省 (水資源部)は、過去のフルプランの失敗を真摯に反省し、徳山ダム建設続行

の帳尻合わせに陥ることのない、後の世代の検証に耐えうるまともなフルプラン策定を行

うこと。そのためにも、木曽川部会委員と市民・研究者とが公開の場 (東京ではなく木曽

川流域、例えば名古屋)で十分な議論を行える場を設定すること。

3.国交省 (河川局)は、淀川水系流域委員会よりもさらに開かれた 「木曽川水系流域委

員会」を準備し、「まず徳山ダム建設ありき」ではない、河川審答申の理念に沿つた、新し

い揖斐川治水計画策定に努力すること。

4.岐阜県は、大谷川右岸洗堰問題解決を「徳山ダム完成後」に先送 りすることなく、相
川 。大谷川 。泥川合流部に真に「必要な投資」を早期に行 うこと。
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「徳山ダムをやめさせる会」次尺と対行政交渉
☆ 12月 19日 、愛知 県交渉
・水道用水については、作業はほぼ終わりに近づいた)工業用水については 12月 に入つてか
ら作業を始めたが、 1月 末までには作業を終えられると思う。
'水道用水については節水型機器の普及などの要素も取 り込んで精級な作業を行った。水需要
の伸びはないという結論になりそうだ。
。しかし供給能力の低下という問題がある。長良川河口堰の未利用水の利用、徳山ダムの新規
利水等いろいろ考えている。
。長良川河口堰の未利用水の転用はフルプラン改訂の問題となる。省庁間協議も必要で、愛知
県単独では決められない。

【質問】長良川河口堰―工業用水についてはどれだけの転用を考えているか ?徳山ダムからの
新規利水 (水道用水)4m3/Sについてはどうするのか ?減らすのか ?撤退するのか ?
《回答》まだ未定。選択肢はいろいろありうる。
【質問】徳山ダムは木曽川の渇水対策に必要というが、価格の問題抜きには語れないのでは ?
《回答》お金の部分について検討する能力はこの部署にはない。企業庁しかできない。お金の
問題は知事が導水路に言及することで浮上してきてぃる。
・利水安全度の向上とは取水制限緩和とイコールではない。維持流量確保 (馬飼地,点 50m3/S
等)が 目的である。結果として取水制限緩和に繋がることもある、ということ (渇水対策容量
が水道水補給に回るわけではない)。 この辺は誤解のないようにしておきたい。
・各県がフルプラン需給想定調査を出した後、関係県市や省庁間協議を経てフルプラン改訂に
至るのはなかなか大変な作業だと思われる。

☆  1月 13日 、国交省 中部地整交渉
特に新しい情報はなく、多くの時間は ① 「資料 3:治水計画の考え方」で中部地整自身が
治水計画に言及していること ②追加予算を要求してまで「工事を遅らせられない」理由とし
て「洪水対策」を挙げていること から、河川整備計画策定を経ることなく徳山ダム建設工事
を (事業費を増額 してまで !)進めるのは河川法改正の趣旨に倖る、ということをこちらから
強く言うことに費やされたQ

【質問】04年度予算の追加要求の条件についての認識は ?
《回答》フルプラン全部変更 (「関係県市への意見照会」があるから、二重県の同意も必要)
及び事業実施計画変更。 (利水者―岐阜県・愛知県 。名古屋市の費用負担同意)
【質問】「資料 3」 等、徳山ダム計画の抜本的見直しと改正河川法 16条 (河川整備基本方針 )
・ 16条の2(河川整備計画)の関係は?
《回答》私の担当でないもので…

【質問】フルプラン全部変更―事業実施計画変更があるまで、は当然だが、さらに河川整備計
画策定まで徳山ダム建設工事を凍結すべきだと考えるが ?
《回答》回答 :工事を凍結して工事期間が延びるとそれだけ余分に事業費がかかる。
【反論】それは徳山ダムは必要だ、完成させるべきだということを前提とした話。住民が、カ
レーライスを食べるか寿司を食べるか、まだ店の前に立つことすらしていないうちに、勝手に
カレーライスを作つて食え、金を払えというようなもの。全く必要ないかもしれない以上、先
に進めるべきではない。
【意見】① 洪水対策につき「資料 3」 もまた (他でいろいろ用いられるものと同様)、 02
年 7月 10日 における荒崎地区の浸水被害が、「徳山ダムが出来れば防げた」かのような「印
象・イメージ」を植え付ける構成となつている。「大谷川右岸の現場に立ってものを言え」 (当
会 。上田代表。荒崎地区センターの初代館長を務められていたこともあり、大谷川右岸洗堰の
もつ歴史的意味 。現在的状況に詳しい。地域の特性及び数百年にわたる「水との闘い、水を巡
る争いとそれを収める知恵」を余りよく知らないお役人が「徳山ダムが完成すれば本川の水位
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②渇水対策についても誤解を与える説明をしている (12/19愛 知県交渉参照 )。 実際は、
渇水対策容量とは馬飼地,点 50m3/Sの 維持流量を補給するもの。言つてみれば「お魚さんや
その他の生物のため」。市民は (も しかすると行政も)、 そこのところがよく分かった上で、導

水路の費用も含めた「徳山ダムによる渇水対策」の負担を承知しているわけではない。

☆  1月 最終週 名古屋市交渉
(具体的日程は間もなく決定。参加ご希望の方は当会事務局にお問い合わせ下さい)

ダムロ河川関係集会お知らせ

☆「豊川を考える一設楽ダム計画を契機として一」

2月 14日 (土)13時～16時30分  愛知大学豊橋校舎・記念会館小講堂
講演 :大熊孝 0新潟大学教授 (河りII工学)

パネルディスカッション :市野和夫氏・愛知大学教授/松倉源造・豊川を勉強する会代表

主催 :名古屋弁護士会(td:052-203…0725)

☆「アメリカの"ダム撤去"から学ぶ」  3月 28日 (日 )
主催 :リ バーポリシーネットワーク/問い合せ tel o90… 7952-2882(高木)

① 13時 30分～17時  愛知中小企業センター
講演 :ダニエル・ビアード・元米国開墾局総裁/デビッド・ウェグナー・元米国開墾局研究
者 (「ダム撤去」執等詢 /尾田栄章・第3回世界水フォーラム事務局長 (旧建設省河川局長)

質疑応答 :コーディネーター 粕屋志郎・岐阜大学教授 青山己織 (「ダム撤去」翻訳者)

② 18時 30分～20時 30分 安保ホール
ゲストと市民の勉強会「河川再生への道 行政、研究者、NGOが果たすべき役割」

「徳山ダムをやめさせる会」集会予定 :4月 25日 (日)午後

2003年  会計報告
前年からの繰越  現金     76,234

郵便局口座  399,077
銀行日座   5,759

今年への繰越   現金     26,992
郵便局口座  511,097
銀行日座    5,759

収入  1,368,208
会費・カンパ   1,368,208

支出  1,305,430
弁護団へ  500,000
他団体へ  49,730
通信費   347,849
消耗品費  75,274
会場費   5,100
資料費   106,351
印刷機会等 206,440

その他   14,686

☆  「徳山ダム問題」の「出前講座」。学習会を設定して頂ければ講師派遣します。
当会又は「徳山ダムをやめさせる会」にお気軽にご相談下さい。
☆ 今後毎回郵便振替用紙を同封します。すでに今年の会費を頂いて居る方にも同封
致します。余裕のあるときに少しでもカンパを頂けると幸いです。

″ ′″ ′Jり″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ /″′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′～ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′″ ′～ ´

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503-0875 大垣市田町 1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 1 1 9 Emailitokuyalna‐ dam@cSide com
URL:http:/た okuyalna‐ dam.cside co耐

郵便振替 :00800-7…31632   年会費 2000円
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生
じ
な

い
だ
け
の
余
裕
を
見
込
む
必

要
が
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に

治
水
、
発
電
な
ど
同
ダ
ム
の

す
べ
て
の
機
能
も
地
域
の
た

め
に
な
る
と
認
め
た
。
だ
が

関
係
県
市
の
水
需
要
が
落
ち

込
ん
で
い
る
実
態
を
受
け
、

水
需
要
予
測
の
早
急
な
見
直

し
０
週
っ
た
。

ま
た
、
同
機
構
が
突
然
に

増
額
を
発
表
し
て
約
二
千
五

百
億
円
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
事

業
費
問
題
に
つ
い
て
も
言

及
。

「費
用
負
担
増
大
な
ど

の
問
題
点
の
解
決
に
真
摯

（し
ん
し
）
に
対
処
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
」
と
し
、
あ

く
ま
で
も
最
終
的
な
費
用
負

担
者
で
あ
る
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
事
業
を
進
め
る
よ

う
強
調
し
た
。

「提
言
」
に
法
的
な
拘
束

力
は
な
い
が
、
事
業
者
側
は

ダ
ム
事
業
実
施
計
画
を
水
需

要
の
実
態
に
即
し
た
も
の
に

変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ

り
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

努
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

全
面
的
に
国
の

主
張
認
め
ら
れ
た

国
交
相
が
評
価

亘
粽
響
醤
国
交
相
は
二
十

六
日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見

で
、
徳
山
ダ
ム
の
岐
阜
地
裁

の
判
決
に
つ
い
て

「利
水
や

治
水
な
ど
、
公
共
の
利
益
は

揖
斐
郡
藤
橋
村
に
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
＝
３
日
、
共
同
通
信
Ｆ
ベ

リ
か
ら

ル受拿珠1開 θ3112.27

〈解 説〉

し
た
。
道
路

で
も
新
幹
線

で

も
、
公
共
事
業
は
時
代
の
変

化
を
受
け

て
絶
え
ず
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と

述

べ
た
。
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業
費
の
大
幅
増
額
問
題

で
揺
れ
て
い
る
徳
山
ダ
ム
建

設
事
業
に
つ
い
て
、
財
務
省

は
２０
日
、
必
要
な
計
画
変
更

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と

し
て
、
来
年
度
予
算
の
原
案

に
、
国
交
省
が
要
求
し
て
い

た
１
８
０
億
円
は
認
め
ず
、

現
行
事
業
費
の
残
り
に
あ
た

る
約
９３
億
円
を
盛
り
込
ん

だ
。
残
り
８７
億
円
は
、
計
画

変
更
の
手
続
き
を
経
た
段
階

で
財
政
措
置
を
考
え
る
と
し

て
い
る
。

現
行
の
計
画
上
の
総
事
業

費
は
２
５
４
０
億
円
。
３
月

に
水
資
源
機
構
が
１
０
１
０

億
円

（後
に
９
６
０
億
円
に

徳山ダムエ事
受けヂ
87 58

94 43萱渭量管,号煮フ練りり封∬爛
早蕩T替 9号トンネル} 1,079,631
道路維持その 1       5,775

その2       6,7515

軋驀劣011ゴ榎
横山たい積砂れき採取その 1 47.134_5

その 2 47,701_5

「業署量奏膚鞠詈肇|:鋸 諸灘
平均値

費
を
改
定
す

る
事
業
実
施

計
画
の
変
更
が
必
要
だ

っ

た
。国

交
省
は
財
務
省
原
案
ま

で
に
こ
の
手
続
き
を
終
わ
ら

せ
る
予
定
だ

っ
た
が
、
大
幅

な
事
業
費
増
に
費
用
負
担
を

求
め
ら
れ
る
利
水
者
の
自
治

体
な
ど
が
反
発
し
、
調
整
が

遅
れ
て
い
る
。

鍵

等

纂

霧

語

凱

然
性
を
見
極
め
た
い
」
と
し

て
い
た
が
、

「
（
フ
ル
プ
ラ

ン
改
定
の
前
提
と
な
る
）
利

水
者
の
需
要
見
通
し
さ
え
出

て
い
な
い
の
で
判
断
し
に
く

い
」
と
い
う
。

0312.20 朝日新聞(夕刊)

徳山ダム増額分
予算化を見送 り

関
係
者
ら
驚
き
と
歓
迎
交
錯

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

04.01.06 朝日新聞

ー

里
魯
需
雷

市
長
に
要
望
書

03.12 20 →

中日新聞 (夕刊 )

来年度予算財務省原案

蒙
螺

課
題
解
消
後
追
加
も

計
画
未
確
定
受
け

03.1219 朝日新聞(夕刊)

03.12.21 中日新聞

徳山ダム

財
務
省
『自
治
体
合
意
が
大
事
』

水
資
源
機
構
が
九
百
六
十
億
円
の
事
業
費
増
額
を
示
し
注
目
さ
れ
て
い
る
国
内
最
大
級
の
多
目

的
ダ
ム

・
徳
山
ダ
ム

（
揖
斐
郡
藤
橋
村
）
建
設
事
業
は
、
二
十
日
内
示
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
度
財

務
省
原
案
で
、
概
算
要
求
額
百
八
十
億
円
の
ほ
ぼ
半
額
と
な
る
九
十
二
億
三
千
九
百
万
円
の
予
算

付
け
と
な

っ
た
。

こ
の
夏
に

示
さ
れ
た
増
額

に
伴

２
曇

番

ス
施
計
画
の
変

更
が
未
決
定
で
あ
る
た
め
、

従
来
の
事
業

ベ
ー
ス
で
の
予

算
措
置
と
な

っ
た
。

同
機
構
で
は
、
単
価
見
直

し
な
ど
で
同
ダ

ム
の
総
事
業

質

を

三
千

五

百

億

円

に

改

め
、
〇
七
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
〇
四
年
度
は

引

き

続

き

ダ

ム
堤

体

の

建

設
、
洪
水
吐
き
な
ど
の
工
事
、

国
道
４
１
７
号
、
県
道
藤
橋

根
尾
線
の
付
け
替
え
工
事
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
費
増
額
に
つ
い
て
は

中
部
地
方
整
備
局
事
業
評
価

監
視
委
員
会
が
了
承
し
て
い

る
が
、
利
水
、
治
水
を
取
り

巻
く
水
需
給
の
フ
ル
プ
ラ
ン

や
、
ダ
ム
事
業
実
施
計
画
の

変
更
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、

関
係
三
県

一
市
の
負
担
割
合

も
易
段
階
で
は
未
定
と
な

っ

て
い
る
。

財
務
省
な
ど
で
は
、
増
額

へ
の
予
算
対
応
に
は

「
フ
ル

プ
ラ
ン
や
関
係
団
体
の
協
議

な
ど
、
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
」
と
し
、
従
来
ベ
ー

ス
で
の
予
算
措
置
と
し
た
。

課

題

が

解
消

さ
れ

れ

は

今

後
、
予
算
が
追
加
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

鯉
萌
■
件
除
き
９０
％
台

蜘糊袖Ы期にぽ然資源機構つ一

03.1221 岐阜新聞

■
■
一

〇３
年
度

の
徳
山

ダ
ム
関
連
事
業
と
落
札

率

一■
■

水
資
源
機
構
が
Ｌ
早
県
藤
橋
村
で
進
め
て
い
る
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
で
、
０３
年
度
工

事
（１０
月
１５
日
現
在
）
の
競
争
入
札
の
平
均
落
札
率
が
９５

・
３
％
と
前
年
よ
り
９
科
以
上

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
朝
日
新
間
の
調
べ
で
わ
か

っ
た
。
中
に
は
”
％
を
超
え
る
工
事

も
合
ま
れ
る
な
ど
個
々
の
入
札
で
軒
並
み
∞
％
台
に
な
っ
た
こ
と
が
平
均
値
を
大
幅
に

引
き
上
げ
た
。
談
合
を
疑
う
指
摘
も
あ
る
が
、
同
機
構
は
「問
題
な
い
」
と
し
て
い
る
。

機
構
側
は
「問
題
な
い
」

「徳
山
ダ
ム
撤
退
も
視
野
に
」
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藤
橋
村
の
徳
山
ダ
ム
を
め
ぐ
り
、
建
設
の
是
非
が
門
わ

れ
た
三
つ
の
訴
訟
が
２６
日
、
岐
阜
地
裁
で
判
決
を
迎
え

る
。
折
し
も
事
業
者
の
水
資
源
機
構
は
、
総
事
業
費
を
２

５
４
０
億
円
か
ら
３
５
０
０
億
円
に
増
額
す
る
と
表
明
。

追
加
負
担
の
問
題
も
浮
上
し
た
。
あ
ら
た
め
て
徳
山
ダ
ム

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
考
え
を
開
い
た
。

¨
　

《
注
１
》
原
告
は

「徳
山
ダ
ム
建
設
中
止
を
求
め
る
会
」
の
メ

一
ン
バ
ー
ら
。
①
国
に
対
し
土
地
の
強
制
収
用
の
た
め
の
事
業
認
定

一
を
取
り
消
す
よ
う
求
め
た
訴
訟
②
県
収
用
委
員
会
に
対
し
土
地
収

一
用
裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
③
県
に
対
し
工
業
用
水
負
担

¨
金
の
支
出
差
し
止
め
を
求
め
、
梶
原
拓
知
事
に
対
し
支
出
し
た
負

一
担
金
の
う
ち
約
３５
億
円
を
返
還
す
る
よ
う
求
め
た
訴
訟
の
三
つ
。

一
　

《
注
２
》
台
風
の
影
響
で
大
谷
川
が
増
水
し
、
堤
防
の

一
部
が

¨
低
く
な
っ
て
い
る
洗
収
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
た
。
大
垣
市
荒
崎
地
区

¨
２

却
２
募

爆

＊

増

鳩

ス
が
群

し
た
ｒ

ｉ

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

現
行
の
改
修
計
画
が
完
成
し
た
時

点
で
、
ど
れ
だ
け
の
水
を
流
せ
る

か
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
明
ら
か

に
し
て
は
し
い
。
特
に
川
の
容
積

が
小
さ
い
大
垣
市
～
安
八
町
付
近

を
広
げ
れ
ば
、
揖
斐
川
全
体
の
流

量
は
増
や
せ
る
。
そ
の
上
で
、
必

要
な
区
間
に
限
っ
て
堤
防
の
か
さ

上
げ
を
し
て
も
い
い
」

―
１
９
６
０
億
円
の
事
業
費
増

額
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
工
事
が
進
ん
で
か

ら
の
発
表
は
問
題
。
船
に
乗
せ
た

後
に
『も
二
民
れ
ま
せ
ん
よ
』
『も

っ
と
お
金
が
必
要
で
す
よ
』
と
脅

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
最
近

示
さ
れ
た
導
水
路
計
画
も
合
め
、

工
事
着
手
前
に
事
業
費
の
増
加
を

具
体
的
に
示
す
べ
き
だ
っ
た
」

―
―
本
体
工
事
が
か
な
り
進
ん

で
い
ま
す
。　
　
　
一

「判
決
確
定
よ
り
先
に
工
事
が

完
成
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

『事
業
は
違
法
だ
が
、
事
業
認
定

の
取
り
消
し
は
し
な
い
』
と
い
う

判
決
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場

合
、
違
法
な
ダ
ム
を
社
会
が
ど
う

扱
う
か
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
」

―
―
今
回
判
決
を
迎
え
る
三
つ

の
訴
訟

八
注
１
》
の
意
義
は
。

「本
質
的
な
議
論
は
ど
の
訴
訟

も
同
じ
で
、
ダ
ム
の
必
要
性
が
争

点
だ
。
徳
山
ダ
ム
は
水
資
源
開
発

の
た
め
の
施
設
な
の
で
、
特
に
新

規
利
水
の
必
要
性
に
つ
い
て
司
法

の
判
断
を
求
め
て
い
る
」

―
―
新
た
な
水
の
需
要
は
生
じ

な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

「水
道
用
水
は
１
人
当
た
り
の

水
使
用
量
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い

る
。
人
口
の
増
加
も
見
込
め
な

い
。
工
業
用
水
も
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
需
要
は
減
少
か
横
ば
い

だ
。
利
水
は
受
益
者
負
担
が
原

則
。
ダ
ム
建
設
の
費
用
は
使
用
料

金
か
ら
賄
わ
れ
る
た
め
、
需
腰
が

な
け
れ
ば
事
業
と
し
て
破
綻
す

る
。
結
局
、
税
金
を
注
入
し
て
解

決
す
る
こ
と
に
な
る
」

―
―
水
の
供
給
を
受
け
る
予
定

の
市
町
に
与
え
る
影
響
は
。

「現
実
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
市
町
が
新
規
利
水
の
負
担
を
背

負
う
こ
と
に
な
る
。
県
は
毎
年
十

数
億
円
の
負
担
金
を
支
払
う
た
め

に
、

一
刻
も
早
く
県
営
水
道
を
造

っ
て
市
町
に
引
き
受
け
て
も
ら
う

だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
県
は
市
町
に

対
し

『あ
な
た
方
が
造
っ
て
く
れ

と
言
っ
た
の
に
、
今
さ
ら
要
ら
な

宴

飩

重

饒

聯

“

は
、
二
重
県
と
地
元
市
町
村
の
間

で
同
じ
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い

る
」―
―
昨
年
７
月
の
大
垣
市
荒
崎

地
区
を
中
心
と
し
た
水
害

《
注

２
》
の
被
災
者
を
は
じ
め
、
流
域

住
民
か
ら
は
、
治
水
の
た
め
に
早

期
完
成
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

「荒
崎
地
区
の
水
害
は
揖
斐
川

本
流
に
合
流
す
る
ず
っ
と
手
前
の

支
流
で
発
生
し
た
。
徳
山
ダ
ム
に

金
を
か
け
、
支
流
の
改
修
を
後
回

し
に
し
て
き
た
結
果
だ
。
徳
山
ダ

ム
は
揖
斐
川
の
源
流
部
に
あ
る
た

詢
″
罐
輪
燕
雅
喝
翫
嚇
町
［
恥
雌

域
の
水
防
対
策
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
も
問
題
だ
」

―
―
ダ
ム
に
代
わ
る
治
水
の
手

段
は
あ
り
ま
す
か
ば

「揖
斐
川
は
河
道
改
修
で
水
位

建設の進む徳山タム本体部分=藤橋村で
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―
―
徳
山
ダ
ム
建
設
の
根
拠
と

な
る
フ
ル
プ
ラ
ン
《
注
１
》
の
水

需
要
予
測
と
実
績
に
開
き
が
あ
り

ま
す
。

「予
測
し
た
ほ
ど
実
績
が
伸
び

て
い
な
い
の
は
事
実
だ
が
、
フ
ル

プ
ラ
ン
の
改
定
作
業
が
７
月
か
ら

動
き
出
し
た
。
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
の
３
県
と
名
古
屋
市
が
、
最
近

の
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
て
水

需
要
予
測
を
見
直
す
と
思
う
。
気

候
変
動
の
影
響
で
最
近
は
渇
水
の

頻
度
も
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
も

踏
ま
え
た
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
」

―
―
ダ
ム
の
水
を
引
く
導
水
路

久
注
２
》
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

ま
せ
ん
。

「た
た
き
台
を
事
業
評
価
監
視

委
員
会
に
示
し
た
と
こ
ろ
だ
。
今

□

後
は
関
係
す
る
県
や
市
と
協
議
し

な
が
ら
具
体
化
へ
進
め
た
い
」

―
―
事
業
費
の
増
額
は
、
も
っ

と
早
い
段
階
で
金
額
を
示
せ
た
の

で
は
。

「山
林
の
公
有
地
化
や
国
道
の

付
け
替
え
な
ど
、
最
終
的
な
詰
め

が
固
ま
っ
た
の
が
今
年
の
夏
だ
っ

た
。
事
業
評
価
監
視
委
員
会
か
ら

も
２
年
前
に
示
す
べ
き
だ
っ
た
と

い
う
お
し
か
り
は
受
け
た
」

―
―
事
業
費
の
増
額
に
は
事
業

実
施
計
画
の
変
更
が
必
要
で
す

が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
間
に

合
い
そ
う
も
な
い
。
前
提
と
な
る

３
県
１
市
の
同
意
も
ま
だ
で
す
。

「３
県
１
市
と
も
徳
山
ダ
ム
は

必
要
だ
と
い
う
姿
勢
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
特
に
治
水
に
つ
い
て
、

揖
斐
川
流
域
の
大
垣
市
を
中
心
と

し
た
市
町
村
か
ら
０７
年
度
完
成
へ

の
要
望
が
強
い
。
数
字
は
詰
め
き

れ
て
い
な
い
が
、
計
画
の
変
更
を

前
提
に
予
算
を
お
願
い
す
る
必
要

が
あ
る
」

―
―
治
水
面
で
見
込
ま
れ
る
徳

山
ダ
ム
の
効
果
は
。

「上
流
の
降
雨
を
カ
ッ
ト
し
、

本
流
の
水
位
を
下
げ
る
。
本
流
の

水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
支
流
の
水

の
流
れ
が
よ
く
な
り
、
洪
水
の
危

険
性
が
小
さ
く
な
る
」

―
―
昨
年
７
月
の
大
垣
市
荒
崎

地
区
を
中
心
と
し
た
水
害
は
、
徳

山
ダ
ム
で
も
防
げ
な
か
っ
た
と
原

告
は
主
張
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

雨
は
揖
斐
川
本
流
で
は
な
く
支
流

で
多
く
降
っ
て
い
ま
し
た
。

「確
か
に
根
尾
川
の
方
に
降
雨

量
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
大
雨
へ

の
対
処
は
、
ダ
ム
で
た
め
る
分

と
、
川
に
あ
る
程
度
流
す
分
と
を

合
わ
せ
て
調
節
す
る
。
揖
斐
川
は

流
れ
が
急
な
た
め
、
ダ
ム
に
よ
る

調
節
に
負
う
割
合
が
大
き
い
の

で
、
徳
山
ダ
ム
の
早
期
完
成
が
重

要
に
な
る
」

―
―
治
水
目
標
に
掲
げ
る
洪
水

規
模
は
過
大
で
は
な
い
で
す
か
。

「揖
斐
川
で
は
１
０
０
年
に
１

回
と
い
う
大
雨
を
想
定
し
て
い

る
。
利
根
川
な
ど
で
は
２
０
０
年

に
１
回
の
雨
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
お
り
、
揖
斐
川
の
目
標
が
過

大
だ
と
は
思
わ
な
い
」

―
―
群
馬
県
の
戸
倉
ダ
ム
は
建

設
中
止
の
見
通
し
が
強
ま
り
ま
し

た
。

「撤
退
の
意
向
を
示
し
て
い
る

東
京
都
や
埼
玉
県
は
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
を
踏
ま
え
て
の
判
断
だ
ろ

う
。
あ
と
数
年
で
完
成
す
る
徳
山

ダ
ム
と
は
事
情
が
違
う
。
簡
単
に

比
べ
ら
れ
な
い
」

一
　

久
注
１
》
揖
斐
川
を
合
む
木
曽
川
水
系
の
水
需
給
計
画
を
定
め

一
た
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
。
７３
年
に
閣
議
決
定

（計

¨
画
目
標
８５
年
）
。
９３
年
に
改
定

（同
００
年
）
さ
れ
て
い
る
。

一
　

久
注
２
》
揖
斐
川
上
流
に
あ
る
徳
山
ダ
ム
の
水
は
、
い
っ
た
ん

¨
木
曽
川
に
導
い
て
愛
知
県
や
名
古
屋
市
の
水
道
水
に
利
用
し
た

一
り
、
木
曽
川
の
渇
水
対
策
に
あ
て
た
り
す
る
構
想
と
な
っ
て
い

一
る
。
こ
の
導
水
路
の
整
備
費
は
、
ダ
ム
の
事
業
費
に
は
合
ま
れ
て

一
い
な
い
。
渇
水
対
策
用
と
都
市
用
水
を
１
本
の
水
路
で
共
用
し
た

¨
場
合
、
事
業
費
は
７
０
０
億
～
９
０
０
億
円
と
み
ら
れ
て
い
る
。

国交省中部地方整備局河川調査官

小林 稔さん



―
―
原
告
側
の
証
人
と
し
て
出

廷
し
、
経
済
地
理
学
専
攻
の
立
場

か
ら
、
国
側
の
水
需
要
予
測
は
過

大
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
提
訴

か
ら
４
年
た
ち
、

「水
余
り
」
の

状
況
は
ど
う
推
移
し
ま
し
た
か
。

「当
時
よ
り
悪
く
な
っ
た
。
工
業

用
水
は
不
況
や
節
水
の
影
響
で
、

需
要
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
水

道
用
水
に
つ
い
て
も
９０
年
代
半
ば

か
ら
伸
び
が
止
ま
っ
た
。
完
成
済

み
の
岩
屋
ダ
ム
や
木
曽
川
総
合
用

水
の
水
で
す
ら
、
き
ち
ん
と
使
わ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
国
は
需

要
が
伸
び
る
と
言
い
続
け
て
き
た

が
、
今
年
７
月
の
国
土
審
議
会
の

部
会
で
は
つ
い
に
需
要
は
減
少
か

横
ば
い
だ
と
明
ら
か
に
し
た
」

―
―
渇
水
対
策
に
ダ
ム
は
有
効

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ｃ

□

「
一
般
的
に
い
っ
て
ダ
ム
は
１０

年
に
１
度
の
渇
水
を
想
定
し
て
造

ら
れ
て
い
る
。
９４
年
の
大
渇
水
の

よ
う
な
３０
～
４０
年
に
１
度
の
大
渇

水
に
は
対
応
で
き
な
い
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
大
き
い
ダ
ム
を
造
れ
ば

費
用
が
か
か
る
。
９４
年
の
大
渇
水

で
は
、
都
市
用
水
の
ダ
ム
は
空
っ

ば
に
な
っ
た
が
、
農
業
用
水
を
回

し
て
も
ら
っ
て
対
応
で
き
た
。
お

金
が
な
い
今
、
既
存
の
施
設
を
転

用
し
て
有
効
活
用
す
る
べ
き
だ
」

―
―
流
域
住
民
は
徳
山
ダ
ム
に

治
水
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「昨
年
７
月
の
大
垣
市
の
水
害

の
よ
う
に
、
揖
斐
川
の
支
流
に
雨

が
降
っ
た
ら
、
徳
山
ダ
ム
は
あ
ま

り
役
に
立
た
な
い
ｃ
ダ
ム
が
で
き

れ
ば
安
心
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
水
が
あ
ふ
れ
る
場
所
に
住
ま

な
い
な
ど
の
自
衛
策
を
考
え
た
方

が
い
い
。
治
水
の
費
用
は
国
が
７
′

割
を
負
担
す
る
が
、
国
家
財
政
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
中
で
、
国
民

全
体
を
説
得
で
き
る
か
疑
問
だ
」

―
１
９
６
０
億
円
の
事
業
費
増

加
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

「事
業
費
の
不
足
は
予
想
し
て

い
た
が
、
こ
こ
ま
で
増
え
た
要
因

は
、
元
住
民
の
移
転
先
の
地
盤
沈

下
に
伴
う
再
移
転
費
用
と
、
ダ
ム

湖
周
辺
の
土
地
を
買
収
し
て
岐
阜

県
の
公
有
地
に
す
る
た
め
の
費
用

久
注
１
》
だ
ろ
う
。
名
古
屋
市
や

愛
知
県
が

『再
移
転
は
水
資
源
機

構
の
失
敗
だ
≒
岐
阜
県
の
土
地
取

得
費
用
を
な
ぜ
負
担
す
る
の
か
』

と
主
張
す
る
の
は
当
然
。
こ
の
た

め
、
来
年
度
予
算
の
編
成
が
迫
っ

て
い
る
の
に
、
自
治
体
か
ら
計
画

変
更
の
同
意
を
取
れ
な
い
異
常
事

態
に
な
っ
て
い
る
。
利
水
を
管
轄

す
る
経
済
産
業
省
と
厚
生
労
働
省

も
、
補
助
金
が
削
減
さ
れ
て
い
る

中
、
徳
山
ダ
ム
だ
け
す
ん
な
り
増

額
を
認
め
る
と
は
思
え
な
い
」

―
―
事
業
評
価
監
視
委
員
会

久
注
２
》
は
増
額
を
認
め
ま
し

た
。「利

水
で
も
治
水
で
も
、
専
門

家
と
し
て
調
査
し
た
上
で
判
断
を

下
す
べ
き
だ
。

『予
算
編
成
が
差

し
迫
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
事
業
継

続
で
き
な
い
か
ら
増
額
を
認
め

た
』
と
い
う
発
言
は
無
責
任
だ
」

―
―
群
馬
県
に
建
設
中
の
戸
倉

ダ
ム
で
は
、
東
京
都
、
埼
玉
県
な
．

ど
が
撤
退
を
表
明
し
ま
し
た
。

「当
然
の
判
断
だ
。
戸
倉
ダ
ム

の
場
合
、
利
水
面
か
ら
撤
退
を
判

断
し
た
が
、
全
国
的
に
は
東
海
地

域
が
最
も
水
が
余
っ
て
い
る
。
負

担
の
少
な
い
う
ち
に
徳
山
ダ
ム
も

撤
退
す
る
べ
き
だ
」

一
　

久
注
１
》
村
道
や
林
道
の
付
け
替
え
工
事
の

一
部
を
中
止
し
、

一
か
ゎ
り
に
付
け
替
え
予
定
地

一
帯
の
民
有
林
約
１
８
０
平
方

ロ
キ
を

一
岐
阜
県
が
買
収
し
て
保
全
す
る
。
買
収
費
２
４
９
億
円
は
水
資
源

一
機
構
の
負
担
。
環
境
保
護
が
目
的
と
さ
れ
る
が
、

「関
係
者
の
事

¨
前
合
意
が
な
い
」

「買
収
費
用
が
高
す
ぎ
る
」
と
批
判
も
多
い
。

一
　

人
注
２
》
公
共
事

ヽ
業
の
再
評
価
の
た
め
、
国
土
交
通
省
中
部
地

一
方
整
備
局
が
設
置
し
た
機
関
。
大
学
教
授
や
弁
護
士
な
ど
１１
人
の

一
委
員
で
構
成
さ
れ
、
事
業
の
継
続
や
中
止
を
提
言
す
る
。
徳
山
ダ

．
ム
建
設
事
業
で
は
、
０１
年
１０
月
に

「継
続
」
と
判
断
し
た
。

岐阜大学地域科学部助教授

富樫 幸一さん
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突
（刺
、．
摯
峰
嘲
利
螂
は
い
御
　
「
卜
‐
県
は
３
県
１
市
で
最
も
徳
　
　
陣
的
は
］
熱
¨
け
ど
う
し
て
も

と
発
表
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
山
ダ
ム
の
恩
恵
を
受
け
る
と
言
わ
　
必
要
な
理
由
は
。

¨
だ
。
ダ
ム
の
治
水
効
果
は
試
験
湛
水
の
段
階
か
ら
表
れ
る
。
　
　
　
　
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
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2003年 (平成15年)12月 17日 水曜日

揖
斐
郡
藤
橋
村
に
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
＝
３
日
、
共
同
通
信
社

ヘ
リ
か
ら

一水
余
り
」
を
根
拠
に
し

た
徳
山
ダ
ム
不
要
論
に
、
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

の
小
林
稔

・
河
川
調
査
官

雀
ι
は

「利
水
だ
け
が
目
的

で
は
な
い
ｃ
揖

斐
川
流
域

は
繰
り
返
し

洪
水
被
害
に

遭

っ
て
お
り
、
対
策
の
た
め

徳
山
ダ
ム
は
必
要
だ
」
と
、

治
水
面
の
重
要
性
を
強
調
す

る

）^流
域
に
四
十
七
万
人
が
生

ダムの必要性 を強調する国
土交通省中部地方整備局の
小林稔・河川調査官

洪
水
対
策
の
た
め
必
要

活
す
る
揖
斐
川
は
中
流
か
ら

る
。
昨
年
七
月
に
は
台
風
６

戸
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
。　
る
。

天
丼
川
に
な
り
、
下
流
に
は

口弓
の
大
雨
で
支
流
が
あ
ふ

地
元
か
ら
は
徳
山
ダ
ム
の
早

　

訴
訟
で
は
新
規
利
水
の
必

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が

れ
、
大
垣
市
の
約
四
百
八
十

期
完
成
を
求
め
る
声
も
上
が

要
性
が
争
わ
れ
た
。
国
側
は

「
徳
山

ダ
ム
は
利
水
ダ

九
五
年
に
長
良
川
河
口
堰

に
は

一
日
最
大

千
百
万
立

　

し
か
し
、
実
際
の
使
用
量

で
推
移
し
て
お
り
、
近
藤
事

ム
。
水
需
要
が
な
い
以
上
、
　

（ぜ
き
）
を
完
成
。
さ
ら
に

方
研
を
供
給
可
能
に
す
る
予

は
こ
こ
三
十
年
間
、　
一
日
六

務
局
長
は

「実
績
を
無
視
し

建
設
す
る
根
拠
は
な
い
」
。　
徳
山
ダ
ム
で
二
〇
〇
七
年
度

定
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
万
立
方
房
前
後
を
横
ば
い

た
現
実
離
れ
の
計
画
と
い
う

こ
と
は
誰
が
見
て
も
分
か

る
」
と
厳
し
く
批
判
ｃ
治
水

面
を
強
調
す
る
国
の
主
張
を

「
ダ
ム
で

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
が
な
い
。
河
川
改

修
や
堤
防
強

化
の
方
が
効

率
的
で
経
済
的
」
と
切
り
捨

て
る
。

訴
訟
を
よ
そ
に
建
設
は
着

々
と
進
み
、
事
業
費
は
三
千

五
百
億
円
に
膨
ら
む
見
通

し
。

「建
設
あ
り
き
で
無
理

を
通
し
て
き
た
ダ
ム
計
画
に

裁
判
所
は
何
ら
か
の
判
断
を

す
る
は
ず

一
と
判
決
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
ｃ

水
需
要
な
く
不
要
ダ
ム

原
告
の
市
民
団
体

「徳
山
ダ

ム
建
設
中
止
を
求
め
る
会
」

の
近
藤
ゆ
り
子
事
務
局
長

盆
じ
＝
大
垣
市
＝
は

「
必
要

性
が
な
い
上
、
地
方
財
政
を

圧
迫
し
、
環

境
破
壊
を
進

め
る
事
業
は
即
時
中
止
す
べ

き
だ
」
と
法
廷
で
訴
え
て
き

た
。国

は
東
海
地
方
の
水
需
要

が
右
肩
上
が
り
に
伸
び
続
け

る
と
の
予

測
か
ら
、　
一
九

国交省中部地方整備局建設中止を求める会

近藤ゆり子事務局長

不要 なダ ム と主張 す る「 徳
山 ダ ム 建 設 中 上 を 求 め る
会 Jの 近藤 ゆ り子事務局長

長
期
的
に
見
て
必
要
と
主
張

し
て
き
た
が
、
利
水
者
の
愛

知
県
は

最
近
に
な

っ
て
徳

山
ダ
ム
か

ら
の
利
水
量
削

減
を
検
討
す
る
な
ど
、
利
水

目
的
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い

る
。小

林
調
査
官
は

一
二
〇
〇

一
年
の
事
業
再
評
価
の
際
も

計
画
通
り
の
利
水
量
が
必
要

と
認
定
さ
れ
た
」
と
、
当
時

の
計
画
に
問
題
は
な
か
っ
た

と
の
考
え
を
示
し
、

「利
水

計
画
は
現
在
見
直
し
て
い
る

が
、
自
治
体
も
将
来
、
全
く

水
が
必
要
な
い
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
強
気

の
姿
勢
だ
。

小林稔河川調査官

型て捨学僚常茶_語 蒸ン奨秦甲。日車2曇紀鯵議警覇嘉点■無鸞焦層農鷺与蝙屋書ンア谷詢



岐阜新聞 2003.12.17

電
ら
め

発
め
極

と
認
は

水
が
性
法

治
性
益
適

要ヽ
公
は

く
必

。定

な
に
ム
認

は
う
ダ
業

で
よ
的
事

先
じ
目

ヽ

優
同
多
く

水
も
る
高

利
に
れ
て

生活水準の向上や都市基盤整備
で都市用水の需要は伸び る。渇
水対策 も含め、安定 した供給 を
行 うため水源の確保が必要

徳山ダムの完成で30年に 1度の
大洪水にも対応で きるようにな
る。河川改修 など代替案 と比較
して も合理的で経済的だ

地形の改変 を極力避け、ワシタ
カ類の繁殖期に工事 を自粛する
などの対策を取っている。事業
の環境への影響は小 さい

揖
斐
郡
藤
橋
村
に
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
を
め
ぐ
り
、
反

対
派
の
市
民
団
体
が

「ダ
ム
は
不
必
要
で
公
益
性
に
欠
け

る
」
と
し
て
、
国
と
岐
阜
県
に
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事

業
認
定
と
収
用
裁
決
の
取
り
消
し
を
求
め
た
行
政
訴
訟

と
、
県
に
建
設
負
担
金
の
支
出
差
し
止
め
と
既
に
拠
出
し

た
約
二
十
四
億
七
千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
住
民
訴

訟
の
判
決
が
二
十
六
日
、
岐
阜
地
裁

（
林
道
春
裁
判
長
）

で
言
い
渡
さ
れ
る
。

―――― 原告側主張 _____国 。県側主張 ――――
国の水資源開発基本計画 を根拠
にする利水ダムで、治水や発電
は付随 目的。新規利水の必要は
ないため事業認定は違法

水需要が伸び続けるという国の
予測は誤 り。高度成長期を過 ぎ
てから水の使用量は頭打 ちで、
徳山ダムの水に需要はない

揖斐川上流の雨水 しかためるこ
とができないため、効果は限 ら

隣墓 |:寒寿海李尺]川
改修や堤

建設工事による環境破壊や広範
囲にわたる水没で、希少動物の

た量異 Z婁進示皇

`な

どの生息

巨
額
の
追
加
投
入

製

今
後
の
計
画
に
影
響
も

最
大
の
争
点
は
、
国
の
水

需
要
予
測
の
妥
当
性
と
新
規

利
水
の
必
要
性
。
徳
山
ダ
ム

は
総
貯
水
量
が
国
内
最
大

で
、
事
業
費
は
九
百
六
十
億

円
増
額
さ
れ
、
三
千
五
百
億

円
に
膨
ら
む
見
通
し
。
各
地

で
大
型
公
共
事
業
の
見
直
し

が
進
む
中
、
巨
額
の
追
加
投

入
が
議
論
を
呼
ん
で
お
り
、

判
決
は
今
後
の
計
画
の
行
方

に
も
影
響
し
そ
う
だ
。

訴
え
た
の
は

「徳
山
ダ
ム

建

設
中
止
を
求
め
る
会
」

（
上

国
武
夫
代
表
）
の
メ

ン
バ
ー
ら
。
旧
徳
山
村

（
一

九
八
七
年
廃
村
）
の
住
民
か

ら
ダ
ム

予
定
地
の

一
部
を

譲
り
受
け
た
百
十
八
人
の
う

ち
、
五
十
七

人
が
事
業
認

定
取
り
消
し
を
、
七
十
四
人

が
収
用
裁
決
取
り
消
し
を
請

求
。
ま
た
、
四
十
二
人
が
公

金
支
出
差
し
止
め
を
求
め
て

い
る
。

訴
え
に
よ
る
と
、
国
は
用

地
買
収
が
難
航
し
た
た
め
九

八
年
十
二
月
、
徳
山
ダ
ム
を

強
制
収
用
が
可
能
な
事
業
に

認
定
。
県
収
用
委
員
会
は
二

〇
〇

一
年
五
月
、
原
告
が
所

有
す
る
土
地
に
つ
い
て
強
制

収
用
の
裁
決
を
し
た
。

原
告
は

０
徳
山
ダ
ム
が

供
給
す
る
水
道
用
水
や
工
業

用
水
が

使
わ
れ
る
見
込
み

は
な
い
②
治
水
も
河
川
改
修

や
堤
防
強
化
で
対
応
す
べ
き

だ
０
環

境
破
壊
で
希
少
動

物
の
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ

の
生
息
が
困
難
に
な
る
―
こ

と
か
ら
、
ダ
ム
は
公
益
性
に

欠
け
、
事
業

認
定
は
違
法

と
主
張
。

岐
阜
県
が
九
〇
―
九
七
年

度
に
水
需
要
の
な
い
ダ
ム
の

建
設
負
担
金
を
支
出
し
た
の

も
違
法
と
し
て
、
損
害
賠
償

と
九
八
年
度
以
降
の
支
出
差

し
止
め
を
求
め
て
い
る
。

国
や
県
は
、
長
期
的
に
見

れ
ば
都
市
用
水
の
確
保
は
必

要
で
、
治
水
面
で
も
ダ
ム
は

有
効
と
反
論
。
イ
ヌ
ワ
シ
や

ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
期
に
工
事

を
自
粛
す
る
な
ど
、
環
境
に

も
配
慮
し
て
い
る
と
全
面
的

に
争
っ
て
い
る
。

困
聞
囲
■
曰
　
揖
斐
郡
藤

橋
村
の
揖
斐
川

上
流
に
建
設
中

の
利
水
、治
水
、

発
電
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
。

総
貯
水
量
は
東
京
ド
ー
ム
５

３
０
個
分
の
６
億
６
千
万
立

方
麻
で
国
内
最
大
。
１
９
５

７
年
に
構
想
が
表
画
化
、
８７

年
に
徳
山
村
を
廃
村
に
し
た

が
、
予
定
地
の
買
収
交
渉
は

難
航
し
た
。
９９
年
に
は
ク
マ

タ
カ
の
営
巣
が
見
つ
か
り
工

事
が

一
時
中
断
、
最
近
は
事

業
費
の
大
幅
増
額
が
批
判
を

集
め
た
。
２
０
０
０
年
５
月

に
着
工
し
た
本
体
工
事
の
進

ち
ょ
く
率
は
３２
％

（・１
月
末

現
在
）
で
、
０７
年
度
に
完
成

予
定
。
■
廟
備
闇
日
日
　
国
や
地

方
自
治
体
が
公
共
事
業
予
定

地
を
強
制
的
に
取
得
、
ま
た

は
使
用
す
る
手
続
き
を
定
め

た
法
律
。
２０
条
は
事
業
の
公

益
性
や
合
理
性
を
強
制
収
用

の
条
件
と
し
て
お
り
、
行
政

訴
訟
で
は
徳
山
ダ
ム
事
業
が

同
条
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

が
争
わ
れ
た
。
強
制
収
用
は

国
か
都
道
府
県
が
公
益
性
な

ど
を
判
断
す
る
事
業
認
定
手

続
き
を
経
て
、
都
道
府
県
の

収
用
委
員
会
が
決
定
す
る
。

L寵

__徳 山 ダ ム の 経 過
1957年 12月

:言曇妻奮
を基碁壊聾籍藷異藝本計画を

76。 91建設省が事業実施計画を認可
80・ 3,付け替え道路工事に着手
87・ 4,徳山村が藤橋村に合併され廃村
89・ 3,旧徳山村の全466世帯と移転契約
95・ 12,「徳山タム建設中止を求める会」結成
98・ 7～8,「求める会」メンバーがダム予定地の

99・ ::暮
ξ§:竃撃掴留替抵量蔓重重脊記蛋

5,ボ
牟暴
辺でクマタカの営業を確認 、工事

20:♀
:;:董喜幕唇損曇票叢び;嘗〕理累3書鐘訴
02・ 12,豪
秀更嚢肇碧濯曇用採決の取り消しを

03・ 3,公金支出差し止め訴訟が結審
8'事業費の 1010億円増額を公表
11,長
野£鼻やり

億円に圧縮、総事業費は

判決



建
設
が
進
む
徳
山
ダ
ム
。

迎
え
る
＝
揖
斐
郡
藤
橋
村

一
連
の
訴
訟
は
２６
日
に
判
決
を
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=
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雇
闘
鵬
目
望
璽
疇
　
水
資

設
中
止
を
求
め
る
会
一
（上

住
民
訴
訟
が
あ
る
。
全
国
的

定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ム
建
設
の
必
要
性
は
な
い
一
一

‐２

・
２６

徳

山

ダ

ム

訴

訟

判

決

　

　

　

い
暴

歩

合

ぞ

？

響

危

嶺

晃

金

出
萩

琴

炎

η

ぷ

下
嘆

嚢

麗

き

が

）ン
創
誅

島

留

銭

υ
ｖ
一

市
民
団
体
が
、
国
と
県
に

市

‥民
掴
淋

一
聴
山
ダ
ム
建

差

し
止
め
な
ど
を
求
め
る

さ
れ
る
一
　
　
　
　
　
　
　
繊

一
載
彬
嗣
出
展
い
経
”
十

“
が
引
が
必
甲
引
叫
嘲
脚
．案
一

事
業
認
定
の
取
り
消
し
な
ど

れ
に
尽
き
る
一
と
、
原
告
側

の
事
業
実
施
計
画
で
は
、
総

需
要
の
伸
び
は
鈍
化
傾
向
に

億
円
削
減
さ
れ
た
も
の
の
、　
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
一

を
求
め
る
一
連
の
徳
山
ダ
ム

弁
護
団
長
の
在
問
正
史
弁
護

貯
水
容
量
六
億
六
千
万
立
方

あ
る
一
と
想
定
。
既
に

ク水

総
事
業
費
は
約

〓
一千
五
百

〈
口
理
性
は
失
わ
れ
な
い
一
一

訴
訟
が
二
十
六
日
、
岐
阜
地

士
は
語
る
ｃ
現
在
、
徳
山
ダ

レ“
、
有
効
貯
水
容
量
二
億
五

余
り
″
の
状
況
に
あ
る
愛

億
円
に
膨
ら
ん
だ
ｃ
関
係
県

と
し
て
き
た
ｃ　
　
　
　
　
一

裁
で
判
決
を
迎
え
　
　
　
　
ム
の
利
水
権
を
持
つ
岐
阜
、　
千
百
四
十
万
立
方
済
で
、
う

知
県
で
も
、
長
良
川
河
口
ぜ

市
は

「負
担
割
合
は
、
治
水
　
ま
た
、
原
告
が

「取
水
・
一

て
問
い
直
す
。　
　
　
　
　
　
資
源
開
発
基
本
計
画

（
フ
ル

百
万
立
方
房
。
こ
れ
に
よ
り

し
て
い
る
利
水
容
量
を
減
ら

の
訴
訟
で
、
原
告
側
は

「木

か
し
概
算
事
業
費
は
最
大
九

◇
　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
独
立

毎
秒
十
二
立
方
房
の
新
規
の

す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

曽
川
水
系
は
水
余
り
の
状
態

百
憶
円
に
上
り
、
同
計
画
で

「新
規
利
水
の
必
要
性
を

行
政
法
人

「水
資
源
機
構
」

都
市
用
水
の
供
給
を
可
能
と

と
い
う
。
ま
た
、
利
水
計
画

に
あ
り
、
新
た
な
水
資
源
開

も
利
水
者
の
負
担
額
な
ど
調

裁
判
所
が
ど
の
よ
う
に
判
断
　
（旧
水
資
源
開
発
公
団
）
が

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
の
基
と
な
る
フ
ル
プ
ラ
ン

発
は
不
必
要
。
新
規
利
水
の

整
は
難
航
し
そ
う
だ
ｃ

す
る
か
ｃ
争
点
の
８０
％
は
こ

建
設
を
進
め
て
い
る
。
現
行

　

だ
が
、
県
は
　
今
後
の
水

自
体
も
現
在
、
全
体
の
改

必
要
性
が
な
い
な
ら
は
、
ダ

性  |
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台
風
６
号
の
豪
雨
で
洗
堰
か
ら
越
流
し
、
冠
水
し
た

大
垣
市
荒
崎
地
区
＝
２
０
０
２
年
７
月
１０
日

暉障
暦口
□口
圏図
】
ズ
古
く
は
、
水
を
あ
ふ
れ
さ
せ
音同さ
七
・二
所
だ
った
。
周
市
民
団
体
は
「ダ
ム
の
洪
水
が
完
成
す
る
〇
七
年
度
に
合

キ
川
下
流
の
右

る
こ
　
，
．‐
、‐ｌ
‥
す
る

辺
の
宅
地
化
に
伴
い
六
十
考

防
御
効
果
は
限
ら
れ
て
い

わ
せ
て
進
む
。
県
は
洗
堰
に

一［
一
　
　
　
‐
′
　
Ｓ

「
”
¨
”
一

一
”
　
　
　
　
　
　
　
一 す
腋

凛
彰
姜
剛
凱
植
御
ヽ
ひ
耐
却

御
筍
猛
塾
∝
琳
騨
鮮
ご
が
「

”
け
“
理
相
年
劇
凛
粥
剤
徊

洗
堰
設
置
当
時

四
十
四
年
間
に
十
四
回
の
越

と
主
張
。
ピ
ー
ク
流
量
は
実

川
の
堤
防
強
化
な
ど
緊
急
対

［中一　　　　　　　̈̈
一一̈一，対岸よ噺鍵瑯一』一̈̈
一̈̈̈
¨̈）̈け『一一轄一一コ鋼̈一一一̈一̈一̈̈̈
一一̈

徳
山
ダ
ム
訴
訟
判
決

際
は
毎
秒
五
千
三
百
１
五
千

策
に
乗
り
出
し
た
が
、

「揖

‥
‥

‥…
　
　
　
…
　
　
…
…
　
　
八
百
立
方
房
で
、
ダ
ム
に
依

斐
川
は
本
川
の
水
位
が
上
が

昨
年
七
月
、
西
濃
地
方
は

流
速
が
速
く
、
過
去
に
洪
水

石
地
点
で
毎
秒
六
千
三
百
立

そ
れ
ぞ
れ
増
や
し
、
さ
ら
に

存
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
―

れ
ば
支
川
に
逆
流
す
る
。
大

台
風
６
号
に
よ
る
記
録
的
な

が
頻
発
。
国
土
交
通
省
中
部

方
肝
と
定
め
て
い
る
。
同
程

横
山
ダ
ム
に
設
定
さ
れ
て
い

と
す
る
。
ま
た
万
石
地
点
よ

谷
川
の
改
修
だ
け
で
は
抜
本

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
中
で

地
方
整
備
局
は

「流
域
の
治

度
の
洪
水
が
あ
っ
た
場
合
、
　
る

「か
ん
が
い
容
量
」
を
徳

り
上
流
の
集
水
域
の
う
ち
、　
的
な
対
策
に
な
ら
な
い
」
と

も
大
垣
市
西
南
部
の
荒
崎
地

水
計
画
に
徳
山
ダ
ム
な
ど
の

徳
山
ダ
ム
に
よ
っ
て
万
石
地

山
ダ
ム
に
移
し
替
え
る
構
想

徳
山
ダ
ム
単
独
で
は
三
割
し

し
た
。

区
は
、
揖
斐
川
支
流
の
大
谷

上
流
ダ
ム
群
を
位
置
付
け
、　
点
で
一
・
四
研
水
位
を
下
げ

を
発
表
。
水
需
要
の
落
ち
込

か
調
整
で
き
な
い
点
も
指
　
地
元
自
治
体
を
代
表
し
、

川
が
は
ん
ら
ん
し
、
右
岸
堤

百
年
に
一
度
の
豪
雨
に
備
え

ら
れ
る
計
算
と
い
う
。
昨
年

み
に
よ
る

″水
余
り
″
、
事

摘
。

「河
道
改
修
で
流
れ
や

県
は

「下
流
四
十
四
万
県
民

ム
が
必
要
」

ム
の
早
期
完
成
を
含
め
た
抜

調
節
可
能
と
い
う
。　
　
　
　
の
洪
水
で
言
え
ば
、
ダ
ム
が

業
費
の
大
幅
な
増
額
な
ど
、　
　
ダ
ム
は
現
在
、
本
体
の
三

も
、
際
限
の
な
い
ダ
ム
開
発

本
的
な
治
水
対
策
を
」
と
の
　
同
局
は
過
去
百
年
で
最
も

あ
れ
は
四
十
つ
低
下
し
た
―

利
水
面
が
批
判
の
対
象
と
な

分
の
一
程
度
ま
で
工
事
が
進

は
疑
問
。
よ
り
効
率
的
な
対

声
が
上
が
っ
た
ｃ　
　
　
　
　
流
量
の
多
か
っ
た
一
九
五
九

と
い
う
試
算
も
あ
る
。　
　
　
る
中
、
よ
り
治
水
目
的
に
シ

み
、
〇
六
年
度
に
は
試
験
た

策
を
考
え
る
べ
き
」
と
指
摘

水
と
の
闘
い
が
繰
り
返
さ
　
（昭
和
三
十
四
）
年
の
洪
水
　
事
業
主
体
の
水
資
源
機
構

フ
ト
す
る
こ
と
で
ダ
ム
群
の

ん
水
が
始
ま
る
予
定
。
揖
斐

す
る
。
治
水
の
費
用
対
効
果

れ
て
き
た
木
曽
三
川
だ
が
、　
を
基
準
に
、
揖
斐
川
の
基
本

は
先
月
末
、
徳
山
ダ
ム
と
横

存
在
意
義
を
示
し
た
。　
　
　
川
流
域
の
河
川
改
修
な
ど
の

を
ど
う
み
る
か
が
、
焦
点
の

中
で
も
揖
斐
川
は
急
傾
斜
で

青同水
の
ピ
ー
ク
流
量
を
、
万

山
ダ
ム
の
洪
水
調
整
容
量
を

　
こ
れ
に
対
し
、
原
告
側
の

治
水
対
策
も
、
多
く
は
ダ
ム
　
一
つ
と
い
え
そ
う
だ
。

(効果
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徳
山
ダ

ム
訴
訟
判
決

ダ
ム
完
成
後
、
湖
底
に
沈
む
予
定
の
旧
徳
山
村
本
郷
地
区

＝
揖
斐
郡
藤
橋
村

「
数
多

（あ
ま
た
）
の
水

源
を
擁
す
る
長
野
県
に
お
い

て
は
、
で
き
る
限
リ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ダ
ム
を
造
る
べ
き

で
は
な
い
」
―
。
二
〇
〇

一

年
二
月
、
長
野

県
の
田
中
康
夫

知
事
が
打
ち
出

し
た

「脱
ダ
ム

宣
言
」
は
、
国

内
ダ
ム
建
設
事

業
の
在
り
方
に

一
石

を

投

じ

た
。
環
境
や
維

持
費
な
ど
の
負

担
が
大
き
い
ダ

ム
を
造
ら
ず
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
、
子
孫

に
残
す
河
川
、
湖
沼
の
資
産

価
値
を
重
視
す
る
脱
ダ
ム
の

理
念
は
、
瞬
く
間
に
全
国
へ

広
が
っ
た
。

昨
年
十
二
月
、
熊
本
県
が

上
告
を
断
念
し
、
ダ
ム
エ
事

の
中
止
が
決
ま

っ
た
。
今
月

十
六
日
に
は
群
馬
県
で
建
設

中
の
戸
倉
ダ
ム
で
、
利
水
者

の
東
京
都
、
埼
玉
県
が
事
業

か
ら
撤
退
す
る
意
思
を
表
明

し
た
た
め
、
国
は
ダ
ム
建
設

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。脱

ダ
ム
が
全
国
で
加
速
す

る
中
、
森
林
の
水
源
か
ん
養

機
能
を
利
用
し
、
緑
の
ダ
ム

鑢
　
地

コ

崚
隼

須
閻

全
国
で
初
め
て
県
営
荒
瀬
ダ

を
育
成
す
る
動
き
も
盛
ん
に

　

だ
が
こ
う
し
た
流
れ
に
、
　
は

，、
イ
ヌ
ヮ
シ
や
ク
マ
タ
カ

　

建
設
推
進
派
、
反
対
派
の

ム
の
完
全
撤
去
を
表
明
。
今

な
り
つ
つ
あ
る
。
奥
美
濃
、
　
中
部
地
方
整
備
局
は
慎
重
な

な
ど
絶
滅
危
ぐ
種
の
生
息
が

思
い
が
交
錯
す
る
中
、
ダ
ム

年
五
月
の
福
岡
高
裁
で
は
、
　
飛
騨
北
部
を
中
心
に
襲

っ
た

姿
勢
。

「治
水
計
画
は
ダ
ム

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
原
告

建
設
の
た
め
に
離
村
し
た
人

同
県
の
川
辺
川
ダ
ム
の
利
水
　
一
九
九
九
年
の
９

ｏ
ｌ５
豪
雨

と
河
道
改
修
を
組
み
合
わ
せ

側
は

「
ダ
ム
建
設
が
生
態
系

た
ち
の
心
境
は
複
雑
だ
。
旧

訴
訟
で
、
原
告
の
農
家
側
が

災
害
以
降
、
県
は
山
の
地
形

て
、
よ
り
経
済
的
な
も
の
に

の
頂
点
に
あ
る
イ
ヌ
ヮ
シ
や

徳
山
村
民
の

一
人
は

「小
さ

逆
転
勝
訴
。
被
告
の
国
側
が

や
傾
斜
な
ど
か
ら
山
の
危
険

し
て
い
る
。
は
か
の
方
法
が

ク
マ
タ
カ
の
猛
き
ん
類
の
生

い
こ
ろ
か
ら
ダ
ム
が
で
き
る

は
納
得
い
か

れ
る
動
植
物
群
。
環
境
省
は

「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」

と
し
て
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る

動
植
物
の
生
息
状
況
や
そ
の

分
布
を
ま
と
め
て
い
る
。
徳

山
ダ
ム
建
設
予
定
地
で
は
、

絶
滅
危
ぐ
種
の
イ
ヌ
ワ
シ
、

ク
マ
タ
カ
の
生
息
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
環
境
保
全
が
課

題
と
な

っ
て
い
る
。

「

地

形

改

変

避

け

た

Ｌ

刀

度
を
数
値
化
し
、
吉
城
郡
河

あ
る
な
ら
検
討
す
る
が
、
こ

し
て
い
る
」
と
し
て
、
自
然

事
業
の
象
徴
と
し
て
注
目
さ

合
村
な
ど
を
流
木
災
害
監
視

れ
以
上
に
河
道
改
修
を
増
や

環
境
破
壊
の
回
避
策
は

「ダ

れ
て
き
た
徳
山
ダ
ム
。
今
回

地
域
に
指
定
。
指
定
エ
リ
ア

せ
ば
膨
大
な
事
業
費
が
か
か

ム
建
設
の
中
止
以
外
に
な

の
判
決
で
は
ダ
ム
建
設
推
進

は
国
や
県
の
補
助
を
受
け
、　
る
。
脱
ダ
ム
の
時
代
で
も
ダ

い
」
と
訴
え
る
。　
　
　
　
　
の
是
非
だ
け
で
な
く
、
今
後

山
林
の
間
伐
面
積
増
大
を
図

ム
が
必
要
な
地
域
は
あ
る
」
　

こ
れ
に
対
し
、
県
は

一
九

の
大
型
公
共
事
業
の
在
り
方

り
、
災
害
に
強
い
山
造
り
を

と
疑
間
を
呈
し
、
緑
の
ダ
ム

九
六
年
ご
ろ
か
ら
イ
ヌ
ワ
シ

も
問
わ
れ
て
い
る
。

試
み
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は

「中
小
の
洪
水

な
ど
の
行
動
圏
調
査
を
実
施

　

（徳
山
ダ
ム
訴
訟
取
材
班
）

に
は
有
効
だ
が
、
大
規
模
洪

し
、
生
息
分
布
な
ど
を
把
握

水
の
調
節
機
能
は
期
待
で
き

し
た
と
説
明
。
さ
ら
に
地
形

な
い
」
と
し
た
。　
　
　
　
　
改
変
を
避
け
る
た
め
、　
一
部

野
生
生
物
の
生
態

へ
の
影

道
路
を
ト
ン
ネ
ル
に
す
る
な

響
も
、
脱
ダ
ム
が
求
め
ら
れ

ど
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
を

る

一
因
。
徳
山
ダ
ム
付
近
で

見
せ
る
。

環境への影響


